













（ 続紙 １ ）  













 第２章は、既報の希土類 -Mg－Ni 系水素吸蔵合金の耐食性(耐酸化性 )の低さがニッ
ケル水素電池のサイクル劣化の主要因であることを明らかにし、合金組成の最適化、




















た Ni 部への Al 置換効果の原因とその置換量の最適化を目的として、Al 置換による相
構成や構成相の結晶構造の変化，水素吸蔵放出特性への影響を検討した結果がまとめ
られている。Al 置換合金では，Al は主に AB5 ユニット中の Ni を置換し、これにより
AB5 ユニットと AB2 ユニットとの体積差が小さくなったことが、合金の水素吸蔵放出
の可逆性向上の一因であること明らかにしている。ニッケル水素電池サイクル寿命に
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 第５章は、希土類元素の中で資源が豊富で安価な Ce を添加した際の希土類 -Mg-Ni
系水素吸蔵合金の相構成や水素吸蔵放出特性への影響について検討を行った結果に






の希土類成分を変更した時の相構成について調査し、La, Pr, Nd, Sm, Gd に比較して軽
希土類元素では Ce のみが特異的に AB2 相が生成しやすいことを明らかにしている。






















（続紙 ２ ） 
 






主要因であることを明らかにし、合金組成の最適化、とりわけ Ni サイトへの Al 置
換ならびに Mg 添加量の最適化が耐食性の大幅な改善に有効であることを明らかに
した。 
２．開発した希土類-Mg-Ni 系水素吸蔵合金は、従来の希土類-Ni 系 AB5合金と全く異
なる結晶構造を有しており、高容量かつ高耐食の水素吸蔵材料であることを明らか
にした。 
３．新規希土類-Mg-Ni 系水素吸蔵合金の耐食性向上に著しい効果が認められた Ni 部
への Al 置換は、Al が主に AB5 ユニット中の Ni を優先的に置換することにより
















学位論文として価値あるものと認める。また、平成 29 年 6 月 27 日、論文内容とそれに
関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
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